
 
 資料１  

 

専修学校生への経済的支援の在り方に関する検討会の設置について 

 

平成２６年４月２１日 

生涯学習政策局長決定 

 

１．趣旨 

専修学校は、社会の変化に即応した実践的な職業教育により中核

的専門人材を養成する教育機関として大きな役割を果たしている。  

このような専修学校で学ぶ意欲と能力のある者が、経済的理由に

より修学を断念することなく安心して学べるよう、授業料等減免補

助事業を含めた経済的支援の在り方について総合的な検討を行う。 

この検討に当たり、専修学校生への経済的支援の在り方に関する

有識者による検討会（以下「検討会」という。）を以下のとおり設

置する。 

 

２．検討事項 

①専修学校生の経済的支援の現状等に係る把握・分析 

②専修学校生への経済的支援の意義 

③専修学校生への経済的支援の在り方  等 

 

３．実施方法 

検討会は別紙に定める有識者により構成する。 

 

４．設置期間 

平成２６年４月２８日から平成２７年３月３１日までとする。 

 

５．庶務 

会議に関する庶務は、生涯学習推進課において処理する。 

 



専修学校生への経済的支援の在り方に関する検討会委員名簿 

 

※敬称略、五十音順 

座長：◎  

 

 相川 順子  一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会会長 

 

 浦部 ひとみ 東京都立青井高等学校主幹教諭、東京都高等学校進路指導協議

会事務局長 

 

 小杉 礼子  独立行政法人労働政策研究・研修機構特任フェロー 

 

 小林  浩  株式会社リクルートマーケティングパートナーズリクルート

進学総研所長 

 

◎小林 雅之  東京大学大学総合教育研究センター教授 

 

 清水 信一  武蔵野東高等専修学校校長、全国高等専修学校協会会長 

 

 鈴木 秀昭  東京商工会議所人材・能力開発部部長 

 

 千葉  茂  日本工学院専門学校校長 

 

 南雲 正二  神奈川県県民局次世代育成部私学振興課長 

  

濱中 義隆  文部科学省国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官 
        
 

［計１０名］ 


